
406MHz帯衛星捜索救助システムの周波数の追加

１ 改正概要
コスパス・サーサットシステム（捜索救助衛星システム）を利用した無線設備は、遭難した船舶や航空

機などの位置をコスパス・サーサット衛星を経由して知らせるものである。この度、捜索救助衛星システ
ムの利用増大踏まえ、コスパスサーサット合同委員会では捜索救助衛星システムの使用周波数(406.031
MHz)を追加することが決定されたため、それに伴い制度整備を行うもの。

２ 経過
捜索救助衛星システムは無線設備としては、衛星EPIRB（船舶用）、ELT（航空機用）、PLB（個人用）があり、

衛星１周波数で許容するビーコン数（台数）が限られており10万台を超えた場合、新たな使用周波数を割り

当てることとされている。この度、406.04MHzのビーコン数が10万台を超えたため、平成２７年９月の

COSPAS-SARSAT 合同委員会において新たな周波数として406.031MHzを割り当てが決定された。
これに伴い、406.04MHzを使用する新たな機種の機器は認めないことも合わせて決定された。

コスパス・サーサット合同委員会での承認事項
平成28年１月1日から406.031MHzの使用を認める。
平成29年1月1日以降は、 406.04MHzを使用する新たな型式検定は認めない。

３ 我が国の対応
406.031MHのビーコンを使用する機器については、発振器の提供が平成29年７月以降であり、その

後国内メーカーで開発、コスパス・サーサットシステム承認を経て国内で型式検定を受けることが対応
可能となるのは平成29年3月以降であるとから、 406.04MHzシステムの新機種停止と合わせて平成29
年1月1日を施行日として制度改正を行う。
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名称 衛星EPIRB ELT PLB
用途 船舶 航空機 個人

外観例

重量 約1.53kg(本体） 約1.3kg(本体） 約130g(本体）
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